


ＶａｒｉｏＢａｓｅ（バリオベース） アウトリガー異張出機能により、
それぞれのアウトリガーを任意の位置で張出す事が可能で
す。 これにより現場状況に見合った最大の吊り上げ能力を
算出する事が可能となります。 また誤った設定や操作ミスな
どによるヒューマンエラーを予防できます。 付随して従来の
全張出時の全周性能と比べ、 特に旋回中心とアウトリガー
先端を結ぶ対角線上においてプラスαの能力を発揮する事
が可能となります。

ＶａｒｉｏＢａｌｌａｓｔ（バリオバラスト） 機能により、 カウンターウェ
イトの後端位置を６.４m/７.４m/８.４m から選択できます。
これにより現場状況に合わせたテールスウィングにて作業が
可能となります。 また、 カウンターウェイトの後端距離を広
げることにより前後バランスを取るモーメントを増やし、 より
強い荷重能力を実現できます。 ウェイト後端は油圧シリン
ダーにて駆動します。

オートジブ引き起し機能により、 仕様設定完了後の引き起
こし作業が自動化されました。 これにより誤った操作による
組立時のリスクを低減できます。

シングルエンジンコンセプトを採用したエコモード機能により
燃費性能が向上しました。 ドライブシャフトにより動力がエン
ジンから上部旋回体に伝導されます。 クレーン使用時は必
要出力に応じ、 自動でエンジンが管理され、 回転数などが
決定されます。 また、 エンジンストップ機能も搭載されてい
ます。

ジョイスティックタイプの操作レバー （自動復帰式ユニバー
サルコントローラ） により電子式パイロットコントロールされ
ます。

ウインチ回路には圧力保護付流量調整弁を有し、 また自動
出力調整装置付油圧ポンプにより駆動されます。

ＬＩＣＣＯＮⅡ（リーコン２） 過負荷防止装置が装備され、 吊
上げ総荷重、 作業半径、 ブーム長さ、 揚程、 アウトリガー
反力などがデジタルで表示されます。 リモコンによる一部組
立操作が可能で目視で確認しながら作業を行う事でより高
い安全性を保つ事ができます。 過負荷防止装置、 ドラム回
転計、 過巻出し防止装置、 油圧安全弁、 油圧システム保
護用安全バルブが装備されています。
クレーン部キャビンを約２０度までチルトする事ができます。
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また、ＴＲＡＸＯＮを使用したエコドライブ機能により、 燃費性能が向
上しました。 従来製品に比べ、 トランスミッションの接続時間が短縮
されました。 またその際に出る振動や騒音も低減されています。

６０ km/h (８０ km/h)
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TFアダプター 2,5 m 中間ジブ NA 3,5 m

中間ジブ NA 7 m

中間ジブ NA 14 m NIレデューサー部 1,5 m

中間ジブ NI 7 m 

中間ジブ NI 14 m 

Nヘッド部 2 m

補助ジブ 1,7 m

N基部 10,5 m
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（カッコ内の数字はT5ブーム装着時の寸法）
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本カタログに関する注意事項

１.  本誌に掲載されている定格総荷重表やその他すべてのデータは商品説明用の数値であり予告なく変更されることがあります。
     作業計画の際には必ずクレーン車に搭載された操作説明書と定格総荷重表を参照してください。
２.  定格総荷重はフックブロック、玉掛けワイヤー等の自重を含みます。
３.  また、下記の条件が考慮されていませんのでクレーンの操作には十分ご注意ください。
     ①地盤の強度、地震による影響
     ②作業速度に応じた動荷重および台風または強風による影響など
４.  定格総荷重表は風速9m/s以下を基準に算出されています。風速がその値を超えることが予想される場合、クレーン車に搭載された
     定格総荷重表を必ず参照してください。
５.  作業半径はクレーンの旋回中心から荷重の重心までの水平距離です。
６.  メインブームの定格総荷重は折りたたみジブを取り外した状態の値です。
７.  定格総荷重が239.3tを超える場合は、特殊吊り装置が必要です。
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本カタログに関する注意事項

１.  本誌に掲載されている定格総荷重表やその他すべてのデータは商品説明用の数値であり予告なく変更されることがあります。
     作業計画の際には必ずクレーン車に搭載された操作説明書と定格総荷重表を参照してください。
２.  定格総荷重はフックブロック、玉掛けワイヤー等の自重を含みます。
３.  また、下記の条件が考慮されていませんのでクレーンの操作には十分ご注意ください。
     ①地盤の強度、地震による影響
     ②作業速度に応じた動荷重および台風または強風による影響など
４.  定格総荷重表は風速9m/s以下を基準に算出されています。風速がその値を超えることが予想される場合、クレーン車に搭載された
     定格総荷重表を必ず参照してください。
５.  作業半径はクレーンの旋回中心から荷重の重心までの水平距離です。
６.  メインブームの定格総荷重は折りたたみジブを取り外した状態の値です。
７.  定格総荷重が239.3tを超える場合は、特殊吊り装置が必要です。


